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　塩 素 ガ ス に よ る作物お よ び 植物被害 は 、事故当時 の 風 向 、風速 に 左右 され るが 、塩素 は 空気 よ り も

重 い こ と も関係 し て 、河 川 、水 Hl地 帯 等 の 低 地を は う よ うに し て 汚 染の 範囲を大 き く し た もの と前報

で 指摘し た 。 本報告は こ れ ら作物お よ び 植物 の 被害程 度 と被害症 状を ま とめ た もの で あ る ．

1　 ま と　 　め　 　方

　被害 程度 の 算出方法は ．不 可視障害 に っ い て は 考慮せ ず 、葉、茎等に 不 視的被害に っ い て 前報 で の

調査万法 の 5 段階の 分類を以 下 の よ うに して 被害 率と し た 。

　　　　 （ 1 ）　 ： 冂f視障害 み られ ず　 （被害率　 0 ％ ）

　　　　（　II）　；　Ii丁視匡章害 石養…認 　　（軽君1夊）　　（　25 ％ ）

　　　　（皿 ）　二　］個体 の 全葉 数 の
1
／3 程 度に 可 視障害 　（50 ％ ）

　　　　（IV）　： 1個体の 全葉数の 3／ 3 程度に 可視障害　（ 75 ％ ）

　　　　（V ）　 ：　 1 個体 の 全 葉 に 可視障害 　 （ 100 ％ ）

　 こ の 方 法 で す と 、被 害 発 生 の 植物 に つ い て 広範 囲 に 分 布 し て い る もの は 低 く評 価さ れ 、発生 源 よ り

近距離 に し か 存在 し て い な い 植物に つ い て は 高 く評価 される 可能性 が あ る t，本調 査 の 結 果 か ら、植物

の 分布は ほ ぼ平 均的で あ ると判断 さ れ た の で 、こ の 力法を用 い た 。 また 、被害症状は 葉の 症状を調査

記録 に もと つ い て ま と め た もの で あ る 。

2 　 結 　 果　 と 　 考 　 察

　第 ユ 図 は 、作物 、樹 木 、野草 お よ び 花卉 に それ ぞ れ分け て 被害程 度 を あ ら わ し た もの で あ る 。 樹木

類 で は 、ツ ツ ジ 、ス ギ 、 ツ ゲ 、 ク チ ナ シ 、ヤ ナ ギ 等が 被害 を受け やす く、野草類 で 顕著 な 1、の に 、ス

ズ メ ノ テ ッ ポ ウ 、イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス 、チ チ コ グ サ 等 で あ る 。 作物で は イ グサ 、ナ タ ネ、ハ ク サ イ 、

ツ ケ ナ 、サ ン シ ョ ウ、ソ ラ マ メ 、キ ソ カ ン 等が 被害大 で 、と くに ソ ラ マ メ の 被害は 完全展闘葉 を巾心

と し て 、向上的 に 上 位葉 へ 、また は 向 下的 に 下位 葉へ と 被害 が 著 し か っ た 。し か し、未展開葉に は 被

害 は み ら れず 、 ソ ラ マ メ 畑 の 群落 の 中 に 入 っ て 観 察 し な い か ぎり、そ の 被害 の 著 し さ に 気 が つ か な い

農家が 多 く、葉 の 落葉お よ び収量皆無とな っ て 、は じめ て 気が っ い た 農家が 多か っ た 。 花卉類 では コ

ヶ 、シ バ 、セ キ チ ク 、バ ラ、ハラ ン 、ヒ ナ ゲ シ 等が被害が著 し か っ た 。 と くに 、バ ラ は 事故発生後 日

数の 経過 と共 に 落葉が 目立 っ た 。追跡調査 の 結果、事故発 生 後、つ ま り ガ ス 接触後、時間 の 経 過 と共

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 日 作 東 海支部研 究梗概 71 （1974）
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に 被害が 大 き くな っ た もの に 、水 稲 （苗 ）、パ ラ （落葉 ）、マ ツ （葉 の 先枯れ ）、ツ ツ ジ （黄化 現 象 ）、

ナ タ ネ （ク ロ 卩 シ ス 現象 ）．モ ミ ジ （落葉 と被審 の 発生 ）、ソ ラ マ メ （葉 び）黒裾 色 ）等が あ げられ よ

う。

　第 1 表 は 塩素 に よ る 植 物 お よ び 作物 の 主 た る被害 症状を ま とめ た もの で あ る 。大 ぎ く 5 段階 に 分類

したが 、こ まか く観察すれ は 多少 の ち が い は み られ る 。

　こ の 表 で 水稲 （
畳畳

田 ）へ の 影響 は 大 き く、LH植不能な苗代が 多か っ た 。水稲 苗 の 被害症 状 は 大 別 し て

2 つ に 分類 され る n そ の ユつ は 葉 の 先端 ま た は 周辺 が ク ロ 卩 シ ス ま た は白色 、灰 白色 に 変化 する もの

で あ り、他 の 1 つ は 葉 の 先端お よ び 葉脈間 に 赤褐色 の 斑点状 の 被署 で あ る。前者 は 、塩素ガ ス が ガ ス

体 の ま まで葉 の 気孔か ら 吸 収 され た もの で あ り．後 者 の 被害症状 は 塩素 ガ ス が 大 気中 の 水 滴と化 合 し

て 、塩索 水 と な り こ れ が 水稲 の 葉 に 附 着した場合 の 被害で ある 。ま た 、塩 素 ガ ス に 対 す る 被害 が 明 瞭

で 、そ の 指 標 性 が 高 い もの と し て は 、ソ ラ
ー7 メ 、ス ズ メ ノ テ ッ ポ ウ 、ツ ツ ジ お よ び サ ク ラ を あげ る こ

とが で き よ う。

摘 要

塩素 ガ ス 流 出事故の 植物 に
’
1”　ft．る実態 調査の 結果 、次 の よ うに 要約 され る。

1， 作物 お よ び 植物 の 種類 に よ っ て 、そ の 抵抗性 は こ とな る 。作物で は 、イ グサ 、ナ タ ネ、ハ ク サ イ、

ツ ケ ナ 、サ ソ シ ョ ウ、 ソ ラ マ メ 、樹木類 で は 、ツ ツ ジ 、ス ギ 、ツ ゲ 、 ク チ ナ シ 、ヤ ナ ギ 、野草類 で

は ス ズ メ ノ テ ッ ポ ウ 、で タ リ ア ソ ラ イ グ ラ ス
、 花卉類 で は 、 コ ヶ 、シ バ 、セ キ チ ク 、イ バ ラ 、ラ ソ 、

　ヒ ナ ゲ シ 等 が 1膏i感受性で あ っ た 、，と くに 、ソ ラ マ メ は そ の 被害程度お よ び被害が 広範囲 に お よ ん で 、

収量皆無 の 場 所が多 か っ た 。

2．塩 索 ガ ス に よ る 葉 の 被害 症状 を 大 き く 5 つ に 分 類 した 。水稲 苗で は 2 つ の 被害症 状が み ら れ 、そ

の 1 つ は 葉身の 先端 お よ び 周辺 に ク ロ 卩 シ ス 、白色 ま た は灰 自色 の もの で あ り、他 の 1 つ は 葉 の 先

端 お よ び 葉脈陶 に 赤禍色の 被害 で あ っ た ．

3． 破害症状 の 特 徴 と し て 、何等、葉 に 被害症 状 が み ら れ な い に もか か わ らず落葉す る もの に サ ン シ

　ョ ウ 、サ ク ラ 、 モ ミ ジ が あげ られ る 。

4． 塩素 ガ ス に対す る指標植物 とし て ソ ラ マ メ 、ス ズ メ ノ テ ッ ポ ウ 、サ ク ラ お よ び ツ ツ ジ を あ げ る こ

　とが で きる 。
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第 1 図　塩 素 ガ ス に よ る作 物 お よ び 植物 の 被害程 度
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第 1 表　塩素 に よ る 植 物 お よ び 農作物被害 の 主た る症状

　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　（事故発生後 3〜 6 日 1974 ，5．3 〜 6 　）

グ ル ープ 症　　　　　状 植　　　　　物　　　　　名

．一．一一．

イ ネ 、コ ム ギ 、 ト ウ モ ロ コ シ 、ナ タ ネ、チ ャ 、

キ ウ リ 、ナ ス 、　ト マ ト、エ ン ドウ 、ダ イ コ ン 、

カ ブ 、ホ ウ レ ン ソ ウ 、フ キ 、キ ン カ ン 、ブ ド

葉 の 先端 ま た は 周 辺 に ク ロ 卩 ウ 、イ グサ 、サ ツ マ イ モ 、 コ ケ 、サ ツ キ 、ア

1　 グル ープ シ ス 、白色 また は 灰白色の 被 ジサ イ 、シ バ 、カ ゲ シ バ 、サ γ ネ ソ ソ ウ 、ツ

害 ツ ジ 、キ ョ ウ チ ク ト ウ 、 ツ ゲ 、ス ズ メ ノ テ ッ

… ポ ウ 、ク ロ ーバ ー、イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス 、

タ チ ア オ イ 、カ エ ル ノ エ ソ ドウ ．ス イ パ 、エ

ン パ ク

．．一．

葉 の 先端お よ び 周辺 が 水 浸状 タ マ ネ ギ 、ネ ギ 、ニ ン ニ ク

H　 グル ープ 　 に な り時 間 の 経 過 と共 に 白色
1
　 また は 灰 白色

圃．．一

皿 　 グ ル ープ 1黒褐色 ま た は 黒色 の 轄 が 葉

　 の 周辺 また は 葉 脈間 に 発生

ソ ラ マ メ ．イ チ ゴ 、ジ ャ ガ イ モ 、ゴ ボ ウ 、フ

キ 、バ ラ 、イパ ラ
、

ボ タ ン 、シ ャ ク ヤ ク

y 　 グル ープ

　　　　　　　　　　　　 一

葉 の 先端お よ び葉脈間に 赤褐

色 の 被害 と落葉

二 γ ジ ン 、イ ネ 、ニ ラ ．ハク サ イ 、 ミ ツ バ 、

フ キ 、キ ン カ ン 、 ミ カ ン 、サ ツ キ 、ッ ツ ジ 、

マ ツ 、ケ ヤ キ、 ミ ズ キ 、タ チ ア ォ イ

見か け上葉に 被害は み ら れ な
　　　　　　　　　　 「屮
サ ン シ ョ ウ 、サ ク ラ 、モ ミ シ

V 　 グ ル ープ
い が 落葉
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